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火山用地殻活動解析支援ソフトウェアの開発 (5)
MaGCAP-V (5) - Upgrade for strainmeter data
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１．はじめに
気象庁では火山活動監視のため，GPSや傾斜計等を用いた地殻変動観測，プロトン磁力計による全磁力繰り返し観測

を実施している．またこれらデータから，マグマ供給等に関連した圧力源や熱消磁域などの変動源を推定するため，PC
用の火山用地殻活動解析支援ソフトウェアMaGCAP-Vを開発し（中禮ほか 2002，福井ほか 2005)，火山監視業務や研究
に活用している．

MaGCAP-Vは，地殻変動のみならず地磁気データも同時に取り扱うことができ（このため「地殻活動」という用語を
用いる），それら種々の観測データを用いた変動源モデル計算の実行，その計算結果と観測値の比較，計算条件の修正な
どをGUIで対話的に容易に行うことができる．モデルの推定は，地形の影響を考慮した標高補正茂木モデル（福井ほか，
2003）や，構造や地形の影響を考慮した有限要素法計算結果によるモデル推定も可能である（福井ほか，2006）．2009
年度に，光波測距と干渉 SARの解析機能，簡易版動的解析機能を追加し（福井ほか，2010），2010年度には重力データ
解析，楕円体変動源モデルを追加するとともに，高速化のための改良を施した（福井ほか，2011）．本講演では新たに追
加したひずみ計データの解析機能について紹介する．

２．ひずみ計データ解析機能
火山の地殻変動の連続・高感度観測には主として傾斜計を用いているが，変動源の深さをより精度よく監視する目的

でボアホール型のひずみ計がより有利な点があることから，2012年度に伊豆大島において多成分ひずみ計を設置する計
画である．そのデータを活動監視に活用できるように，MaGCAP-Vに解析機能を追加した．多成分ひずみ計のデータは
水平４方向の線ひずみで，それらを用いた水平ひずみテンソル解析機能，指定座標軸によるひずみ解析表示機能，これ
までに実装した各モデル推定への活用機能を追加した．
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